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おわりに

　本稿は，法隆寺金堂釈迦三尊像光背銘が日本列島史上における初期の仏教受容のあり方を物語る

長文の稀有な情報源であるとの問題意識に立つ。そして，この光背銘をいかに読み，解釈するかと

いうことに終始するのではなく，この光背銘がどのように成り立ったのか，そこにいかなる歴史文

化が投映されているのかを重要視する。そのためには，銘文中の不可解な用語を単語として切り出

し論じることの閉塞性を反省し，人々の行為や心情ないし思考を言い表わしていると思われる表現

用法や文に注目する。そこで注目したのが，「深懷愁毒」と「當造釋像尺寸王身」の 2 か所である。

　この 2 か所の表現とその文脈に沿う先例は，けっして多くはない。しかし，そのなかにあって極

めて注目すべき先例が，『賢愚經』巻 1 第 1 品と『大方便佛報恩經』巻 1・2・3 に見出せる。それは，

釈尊本生の捨身（施身）供養譚や，その他の死病譚，そして優塡王像譚（仏像起源譚）などの譬喩

物語に含まれている。この二経は，ともに中国南北朝期に定着し，易しい仏教入門書として流布し

た。光背銘文の作者は，この二経の譬喩譚を承知しており，そこで語られている王や釈尊の激烈な

死（擬死）や不在（喪失）の様と，それに遭遇した人々のこれまた壮絶な哀しみや恐れの様を，現

実の「上宮法皇」らの病や死とそれへの反応とに当てはめて事態を認識し，受け止めようとしたも

のと考えられる。加えて，そこには，自傷行為や馬祭祀などをともなう汎アジア的な葬儀習俗も作

用していた。そして，このような作文を可能にするのは「司馬鞍首止利佛師」であるとみる。なぜ

なら，「尺寸」単位や仏像起源譚に関心をもつ「秀工」，また「司馬」でもある「止利」だからである。
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